
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

の
学
生
が
作
っ
た
機
械
工
学
に

関
す
る
「
も
の
」
を
使
っ
て
、子

ど
も
た
ち（
小
学
生
以
上
）に

遊
び
の
中
か
ら
機
械
の
構
造

や
原
理
を
体
験
・
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。�

今
年
は
約
１
６
０
人（
保
護
者

も
含
む
）が
来
場
。「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
来
年
も
来
た
い
」
と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。�

■「ナイロンをつくってみよう！」のコーナー�
　（感性科学ゾーン）�

■「物質とは」のコーナー（物質科学ゾーン）�

■水産学部の練習船・長崎丸。学生たちも通信設備など船の�
　サイエンスにふれながら対馬へ渡りました。�

■こんなにたくさんの子どもたちが参加�

■ワークショップ「楽しいふしぎな数独パズル」� ■「タネのふしぎ」のコーナー（生命・健康ゾーン）�

■川や海の水の比重の違いを示す実験� ■砂地盤の液状化実験�

■工事現場を歩くファミリーコースは�
　ヘルメット着用�

■一般コースの終点、出島橋をバックに�

■パワーショベルの体験試乗会�

■赤外線で識別された黒ラインの上を�
　車が走る�

■超低温、マイナス１９６度の世界、�
　液体窒素を体験�

■サーボモータで指の動きを再現した、�
　じゃんけんロボット�

■人が乗れるホバークラフト�

１１
月
１８
日
の
「
土
木
の
日
」
に

ち
な
ん
で
、国
・
県
・
市
な
ど
の

土
木
関
係
機
関
が
協
力
し
て
、

「
土
木
」
の
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

を
行
う
「
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
ェ
ア
」
。

長
崎
大
学
工
学
部
も
社
会
開

発
工
学
科
と
構
造
工
学
科
が
中

心
と
な
っ
て
毎
年
参
加
。今
回
は
、

「
長
崎
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
さ
る
く
」、「
テ

ク
ノ
パ
ワ
ー
土
木
お
も
し
ろ
体

験
隊
」
を
実
施
し
ま
し
た
。�

教
育
学
部
が
中
心
に
な
っ
て
平
成
１５
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
」
。

「
科
学
・
技
術
・
芸
術
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
演
示
、実
験
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、ミ
ニ

講
演
会
な
ど
、盛
り
沢
山
の
企
画
を
各
地
で
催
し
て
い
ま
す
。�

今
回
、学
生
・
教
授
ら
は
水
産
学
部
の
練
習
船
「
長
崎
丸
」
で
対
馬
に
渡
り
、島
の
子

ど
も
た
ち
に
サ
イ
エ
ン
ス
の
面
白
さ
を
伝
え
ま
し
た
。�

〈
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
〉〈
土
木
の
日
関
連
事
業
〉〈
「
メ
カ
ラ
イ
フ
の
世
界
」
展
〉�

地
域
に
お
け
る�

　
長
崎
大
学
の
取
り
組
み�

理
工
系
の
面
白
さ
を
伝
え
る�

●
平
成
２０
年
１１
月
８
日（
土
）�

●
対
馬
市
美
津
島
町
町
民
体
育
館
、�

　
対
馬
市
美
津
島
文
化
会
館�

●
平
成
２０
年
１１
月
２２
日（
土
）��

●
長
崎
大
学
総
合
教
育
研
究
棟
１
階�

�

生活に欠かせない道路や橋、ダムなどを造っている
さまざまな土木技術について、楽しく学べる各種体
験コーナーや、話題の乗りもの「セグウェイ」や建設
機械の体験試乗会も行いました。�

●平成２０年１１月９日（日）　�
●長崎大学中部講堂前広場�

�

テクノパワー�
土木おもしろ体験隊�

長崎DOVOCさるく�

工学部の岡林隆敏教授の案内で、眼鏡橋が架か
る中島川の橋など江戸時代から昭和にかけて造ら
れた橋を辿りながら、土木技術の変遷にふれるコース。�

工事中の道路、浦上川線沿いを長崎港へ向けて歩き、
大きく様子が変わってきているこの一帯を見学するコー
ス。工学部の夛田（ただ）彰秀教授が、時代ごとの
表情を古地図と照らしあわせながら説明しました。�

●平成２０年１１月８日（土）�

サイエンス�
ワールド�
2008in対馬�

ファミリーコース�

一般コース�

2008年度�

「メカライフの�
世界」展�

～遊びの中から機械の�
しくみを体験しよう～�

�

土木の日関連事業�
DOVOC�
フェア2008

身のまわりの�
「ふしぎ」を発見！�
「学びのタネ」が�
いっぱい！�

最
近
よ
く
耳
に
す
る
、子
ど
も
た
ち
の
理
工
系
離
れ
。�

そ
の
対
策
と
し
て
長
崎
大
学
で
は
、�

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら�

理
工
系
の
面
白
さ
を
伝
え
、関
心
や
興
味
を�

持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

昨
年
、秋
に
行
わ
れ
た
３
つ
の
催
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�
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